
(57)【要約】

　【課題】　弾性画像の安定性・再現性を向上させる超

音波診断装置を提供する。

　【解決手段】　被検体１内に超音波を送受信する探触

子２を備え、被検体１から取得された弾性ＲＦデータに

基づいて、被検体１内の臓器又は組織の歪み或いは弾性

率に関する弾性画像を取得して表示する超音波診断装置

において、弾性ＲＦデータの取得間隔を選択するＲＦ選

択部１２と、弾性画像を取得するための関心領域を可変

設定する関心領域設定手段を備え、関心領域の設定が更

新された場合、関心領域の可変設定前後の弾性画像のフ

レームレートが一定になるよう、ＲＦ選択部１２は前記

弾性ＲＦデータの取得間隔を制御する、若しくは弾性演

算時間を短くする。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 検 体 内 に 超 音 波 を 送 受 信 す る 探 触 子 を 備 え 、 前 記 被 検 体 か ら 取 得 さ れ た 弾 性 Ｒ Ｆ デ ー
タ に 基 づ い て 、 前 記 被 検 体 内 の 臓 器 又 は 組 織 の 歪 み 或 い は 弾 性 率 に 関 す る 弾 性 画 像 を 取 得
し て 表 示 す る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
　 前 記 弾 性 Ｒ Ｆ デ ー タ の 取 得 間 隔 を 選 択 す る Ｒ Ｆ 選 択 部 と 、 前 記 弾 性 画 像 を 取 得 す る た め
の 関 心 領 域 を 可 変 設 定 す る 関 心 領 域 設 定 手 段 を 備 え 、 前 記 関 心 領 域 の 設 定 が 更 新 さ れ た 場
合 、 前 記 関 心 領 域 の 可 変 設 定 前 後 の 前 記 弾 性 画 像 の フ レ ー ム レ ー ト が 一 定 に な る よ う 、 前
記 Ｒ Ｆ 選 択 部 は 前 記 弾 性 Ｒ Ｆ デ ー タ の 取 得 間 隔 を 制 御 す る 、 若 し く は 弾 性 演 算 時 間 を 短 く
す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 関 心 領 域 設 定 手 段 は 、 前 記 受 信 信 号 の パ ワ ー 情 報 に 基 づ い て 前 記 関 心 領 域 を 設 定 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 を 利 用 し て 被 検 体 内 の 診 断 部 位 に つ い て 超 音 波 画 像 を 表 示 す る 超 音 波
診 断 装 置 に 関 し 、 特 に 被 検 体 内 の 臓 器 又 は 組 織 の 歪 み 画 像 、 弾 性 率 画 像 を 表 示 す る こ と が
で き る 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 診 断 装 置 は 超 音 波 を 利 用 し て 被 検 体 内 の 生 体 組 織 の 超 音 波 反 射 率 を 計 測 し 、 そ れ
を 輝 度 と し 診 断 部 位 の 反 射 率 断 層 像 と し て 表 示 す る の も で あ る 。 近 年 、 超 音 波 診 断 装 置 に
お い て 、 画 像 相 関 を 取 り 、 生 体 組 織 の 移 動 量 例 え ば 変 位 を 空 間 微 分 し 、 歪 み を 計 測 し た り
、 組 織 性 診 断 と し て 生 体 組 織 に 対 し て 圧 力 変 化 を 与 え 、 そ の 弾 性 率 を 計 測 し た り し 、 計 測
さ れ た 歪 み 、 或 い は 弾 性 率 を 画 像 と し て 表 示 す る こ と が 行 わ れ る よ う に な っ て き た 。 こ れ
ら の 画 像 は 、 計 測 デ ー タ へ 歪 み 量 や 弾 性 率 に 応 じ て 赤 や 青 そ の 他 の 色 相 情 報 を 付 与 し て 、
表 示 す る も の で あ り 、 主 に 生 体 組 織 の 硬 い 部 位 を 他 の 組 織 と 識 別 表 示 さ せ る こ と に よ り 、
容 易 に 腫 瘍 の 広 が り や 大 き さ を 診 断 す る こ と が で き る 。 (例 え ば 、 特 許 文 献 1)
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2000-60853号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 特 許 文 献 1に 記 載 さ れ た 技 術 は 、 被 検 体 を 圧 迫 さ せ る 圧 迫 速 度 や ・ 弾 性 演 算 す る 演
算 範 囲 (ROI)の 大 き さ に よ る 演 算 間 隔 ・ 組 織 性 状 等 の 可 変 要 素 に 起 因 さ れ る 弾 性 画 像 の 安
定 性 ・ 再 現 性 の 面 で 解 決 す べ き 課 題 が 残 さ れ て い た 。 本 発 明 の 目 的 は 、 弾 性 画 像 を 動 画 表
示 す る 際 の 安 定 性 ・ 再 現 性 を 向 上 さ せ る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 被 検 体 内 に 超 音 波 を 送 受 信 す る 探 触 子 を 備 え 、 前 記 被 検 体 か ら 取 得 さ れ た 弾 性 RFデ ー タ
に 基 づ い て 、 前 記 被 検 体 内 の 臓 器 又 は 組 織 の 歪 み 或 い は 弾 性 率 に 関 す る 弾 性 画 像 を 取 得 し
て 表 示 す る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 弾 性 RFデ ー タ の 取 得 間 隔 を 選 択 す る RF選 択 部 と
、 前 記 弾 性 画 像 を 取 得 す る た め の 関 心 領 域 を 可 変 設 定 す る 関 心 領 域 設 定 手 段 を 備 え 、 前 記
関 心 領 域 の 設 定 が 更 新 さ れ た 場 合 、 前 記 関 心 領 域 の 可 変 設 定 前 後 の 前 記 弾 性 画 像 の フ レ ー
ム レ ー ト が 一 定 に な る よ う 、 前 記 RF選 択 部 は 前 記 弾 性 RFデ ー タ の 取 得 間 隔 を 制 御 す る 、 若
し く は 弾 性 演 算 時 間 を 短 く す る 。 前 記 関 心 領 域 設 定 手 段 は 、 前 記 受 信 信 号 の パ ワ ー 情 報 に
基 づ い て 前 記 関 心 領 域 を 設 定 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に よ り 、 弾 性 画 像 表 示 の 安 定 性 ・ 再 現 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 は 実 施 の 形 態 を 添 付 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 図 1に 示 す よ う に 、 超 音 波 診 断 装 置 に は 、 被 検 体 1に 当 接 さ せ て 用 い る 探 触 子 2と 、 探 触
子 2を 介 し て 被 検 体 1に 時 間 間 隔 を お い て 超 音 波 を 繰 り 返 し 送 信 す る 送 信 回 路 3と 、 被 検 体 1
か ら 発 生 す る 時 系 列 の エ コ ー 信 号 を 受 信 す る 受 信 回 路 4と 、 受 信 さ れ た エ コ ー 信 号 を 整 相
加 算 し て RF信 号 デ ー タ を 時 系 列 に 生 成 す る 整 相 加 算 回 路 5と が 設 け ら れ 、 整 相 加 算 回 路 5か
ら の RF信 号 デ ー タ に 基 づ い て 被 検 体 1の 濃 淡 断 層 像 例 え ば 白 黒 断 層 像 を 構 成 す る 断 層 像 構
成 部 6と 、 整 相 加 算 回 路 5の RF信 号 デ ー タ か ら 被 検 体 1の 生 体 組 織 の 変 位 を 計 測 し て 弾 性 デ
ー タ を 求 め て カ ラ ー 弾 性 画 像 を 構 成 す る 弾 性 画 像 構 成 部 7と が 備 え ら れ て い る 。 そ し て 、
白 黒 断 層 像 と カ ラ ー 弾 性 画 像 の 合 成 割 合 を 変 え 合 成 す る 画 像 合 成 器 8と 、 合 成 さ れ た 合 成
画 像 を 表 示 す る 画 像 表 示 器 9が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 探 触 子 2は 、 複 数 の 振 動 子 を 配 設 し て 形 成 さ れ て お り 、 被 検 体 1に 振 動 子 を 介 し て 超 音 波
を 送 受 信 す る 機 能 を 有 し て い る 。 送 信 回 路 3は 、 探 触 子 2を 駆 動 し て 超 音 波 を 発 生 さ せ る た
め の 送 波 パ ル ス を 生 成 す る と と も に 、 送 信 さ れ る 超 音 波 の 収 束 点 を あ る 深 さ に 設 定 す る 送
波 フ ォ ー カ シ ン グ 機 能 を 有 し て い る 。 ま た 、 受 信 回 路 4は 、 探 触 子 2で 受 信 さ れ た 反 射 エ コ
ー 信 号 を 所 定 の ゲ イ ン で 増 幅 し て RF信 号 す な わ ち 受 波 信 号 を 生 成 す る も の で あ る 。 整 相 加
算 回 路 5は 、 受 信 回 路 4で 増 幅 さ れ た RF信 号 を 入 力 し て 位 相 制 御 し 、 複 数 の 収 束 点 に 対 し 収
束 し た 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 し て RF信 号 デ ー タ を 生 成 す る も の で あ る 。 な お 、 送 信 回 路 3及
び 受 信 回 路 4と に よ り 超 音 波 ビ ー ム の 送 受 信 方 向 及 び ／ 又 は 送 受 信 位 置 が 送 受 信 サ イ ク ル
毎 に 変 更 さ れ る 。 こ れ に よ り 被 検 体 内 が 超 音 波 ビ ー ム に よ っ て 走 査 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 断 層 像 構 成 部 6は 、 信 号 処 理 部 10と 白 黒 ス キ ャ ン コ ン バ ー タ 11を 含 ん で 構 成 さ れ て い る
。 こ こ で 、 信 号 処 理 部 10は 、 整 相 加 算 回 路 5か ら の RF信 号 デ ー タ を 入 力 し て ゲ イ ン 補 正 、
ロ グ 圧 縮 、 検 波 、 輪 郭 強 調 、 フ ィ ル タ 処 理 等 の 信 号 処 理 を 行 い 、 断 層 像 を 形 成 す る た め の
ラ イ ン 状 デ ー タ を 得 る も の で あ る 。 ま た 、 白 黒 ス キ ャ ン コ ン バ ー タ 11は 、 信 号 処 理 部 10か
ら の デ ー タ を デ ィ ジ タ ル 信 号 に 変 換 す る A/D変 換 器 と 、 変 換 さ れ た 複 数 の ラ イ ン 状 デ ー タ
を 画 像 デ ー タ と し て 記 憶 す る フ レ ー ム メ モ リ と 、 制 御 コ ン ト ロ ー ラ を 含 ん で 構 成 さ れ て い
る 。 そ の 白 黒 ス キ ャ ン コ ン バ ー タ 11は 、 フ レ ー ム メ モ リ に 格 納 さ れ た 画 像 デ ー タ を 超 音 波
走 査 と は 無 関 係 の テ レ ビ の 表 示 に 同 期 し て 読 み 出 す た め も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 弾 性 画 像 構 成 部 7は 、 RF信 号 を 選 択 す る RF信 号 選 択 部 12と 、 RF信 号 か ら 組 織 の 変
位 を 演 算 す る 変 位 演 算 部 13と 、 変 位 演 算 部 13の 変 位 情 報 に 基 づ い て 組 織 の 歪 を 演 算 す る 歪
演 算 部 14と 、 歪 み 演 算 部 14の 歪 情 報 に 基 づ い て 弾 性 画 像 デ ー タ を 作 成 す る 弾 性 デ ー タ 処 理
部 15と 、 弾 性 画 像 デ ー タ を カ ラ ー 画 像 へ 変 換 す る カ ラ ー ス キ ャ ン コ ン バ ー タ 16と を 含 ん で
構 成 さ れ て お り 、 整 相 加 算 回 路 5の 後 段 に 断 層 像 構 成 部 6に 対 し て 分 岐 し て 設 け ら れ て い る
。 そ し て 、 そ れ ぞ れ の 構 成 要 素 を 制 御 す る CPUか ら な る 制 御 部 20と 、 制 御 部 20に 指 示 を 与
え る 操 作 部 17が 設 置 さ れ て お り 、 操 作 部 17で 弾 性 画 像 の 色 合 い や ROIや フ レ ー ム レ ー ト 等
を 入 力 可 能 と し て い る 。 ま た 、 探 触 子 2に は 圧 力 計 測 部 22が 設 け ら れ 、 探 触 子 2を 被 検 体 1
に 押 し つ け た 際 に 発 生 す る 圧 力 が 、 圧 力 計 測 部 22で 検 出 さ れ る 。 こ の 圧 力 情 報 と 歪 演 算 部
14か ら 得 ら れ る 歪 情 報 を 用 い て 弾 性 デ ー タ 処 理 部 15で 弾 性 率 が 求 め ら れ る 。 こ の 弾 性 率 情
報 を カ ラ ー ス キ ャ ン コ ン バ ー タ 16に て 変 換 す る こ と に よ り 、 弾 性 率 が カ ラ ー 画 像 と し て 表
示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 RF信 号 選 択 部 12は 、 フ レ ー ム メ モ リ と 、 選 択 部 と を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。 そ の RF信 号
選 択 部 12は 、 整 相 加 算 回 路 5か ら の 複 数 の RF信 号 デ ー タ を フ レ ー ム メ モ リ に 格 納 し 、 格 納
さ れ た RF信 号 フ レ ー ム デ ー タ 群 か ら 選 択 部 に よ り 1組 す な わ ち 2つ の RF信 号 フ レ ー ム デ ー タ
を 選 び 出 す も の で あ る 。 例 え ば 、 RF信 号 選 択 部 12は 、 整 相 加 算 回 路 5か ら 時 系 列 す な わ ち
画 像 の フ レ ー ム レ ー ト に 基 づ い て 生 成 さ れ る RF信 号 デ ー タ を フ レ ー ム メ モ リ 内 に 順 次 確 保
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し 、 制 御 部 20か ら の 指 令 に 応 じ て 現 在 確 保 さ れ た RF信 号 フ レ ー ム デ ー タ (N)を 第 1の デ ー タ
と し て 選 択 部 で 選 択 す る と 同 時 に 、 時 間 的 に 過 去 に 確 保 さ れ た RF信 号 フ レ ー ム デ ー タ 群 (N
－ 1、 N－ 2、 N－ 3… N― M)の 中 か ら 1つ の RF信 号 フ レ ー ム デ ー タ (X)を 選 択 す る も の で あ る 。
な お 、 こ こ で N、 M、 Xは RF信 号 フ レ ー ム デ ー タ に 付 さ れ た イ ン デ ッ ク ス 番 号 で あ り 、 自 然
数 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 変 位 演 算 部 13は 、 1組 の RF信 号 フ レ ー ム デ ー タ か ら 生 体 組 織 の 変 位 な ど を 求 め る も の で
あ る 。 例 え ば 、 変 位 演 算 部 13は 、 RF信 号 選 択 部 12に よ り 選 択 さ れ た 1組 の デ ー タ す な わ ち R
F信 号 フ レ ー ム デ ー タ (N)及 び RF信 号 フ レ ー ム デ ー タ (X)か ら 1次 元 或 い は 2次 元 相 関 処 理 を
行 っ て 、 断 層 像 の 各 点 に 対 応 す る 生 体 組 織 お け る 変 位 や 移 動 ベ ク ト ル す な わ ち 変 位 の 方 向
と 大 き さ に 関 す る 1次 元 又 は 2次 元 変 位 分 布 を 求 め る 。 こ こ で 、 移 動 ベ ク ト ル の 検 出 に は ブ
ロ ッ ク マ ッ チ ン グ 法 を 用 い る 。 ブ ロ ッ ク マ ッ チ ン グ 法 と は 、 画 像 を 例 え ば n× n画 素 か ら な
る 複 数 の ブ ロ ッ ク に 分 け 、 関 心 領 域 内 の ブ ロ ッ ク に 着 目 し 、 着 目 し て い る ブ ロ ッ ク に 最 も
近 似 し て い る ブ ロ ッ ク を 前 の フ レ ー ム か ら 探 し 、 こ れ を 参 照 し て 予 測 符 号 化 す な わ ち 差 分
に よ り 標 本 値 を 決 定 す る 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の と き 、 歪 み の デ ー タ は 、 生 体 組 織 の 移 動 量 例 え ば 変 位 を 空 間 微 分 す る こ と に よ っ て
算 出 さ れ る 。 ま た 、 弾 性 率 の デ ー タ は 、 圧 力 の 変 化 を 移 動 量 の 変 化 で 除 す る こ と に よ っ て
計 算 さ れ る 。 例 え ば 、 変 位 演 算 部 13に よ り 計 測 さ れ た 変 位 を Δ L、 圧 力 計 測 部 22に よ り 計
測 さ れ た 圧 力 を Δ Pと す る と 、 歪 み (S)は 、 Δ Lを 空 間 微 分 す る こ と に よ っ て 算 出 す る こ と
が で き る か ら 、 S＝ Δ L／ Δ Xと い う 式 を 用 い て 求 め ら れ る 。 ま た 、 弾 性 率 デ ー タ の ヤ ン グ
率 Ymは 、 Ym＝ (Δ P)／ (Δ L／ L)と い う 式 に よ っ て 算 出 さ れ る 。 こ の ヤ ン グ 率 Ymか ら 断 層 像
と の 各 点 に お け る 生 体 組 織 の 弾 性 率 が 求 め ら れ る 。 上 記 歪 み 演 算 及 び ／ 又 は 弾 性 率 演 算 を
1組 の RF信 号 フ レ ー ム デ ー タ N， Xを 更 新 す る こ と に よ り 、 2次 元 の 弾 性 画 像 デ ー タ を 連 続 的
に 得 る こ と が で き る 。 な お 、 ヤ ン グ 率 と は 、 物 体 に 加 え ら れ た 単 純 引 張 り 応 力 と 、 引 張 り
に 平 行 に 生 じ る ひ ず み に 対 す る 比 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 弾 性 デ ー タ 処 理 部 15は 、 フ レ ー ム メ モ リ と 画 像 処 理 部 と を 含 ん で 構 成 さ れ て お り 、 歪 演
算 部 14か ら 時 系 列 に 出 力 さ れ る 弾 性 フ レ ー ム デ ー タ を フ レ ー ム メ モ リ に 確 保 し 、 確 保 さ れ
た フ レ ー ム デ ー タ を 制 御 部 20の 指 令 に 応 じ て 画 像 処 理 部 に よ り 画 像 処 理 を 行 う も の で あ る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 カ ラ ー エ ン コ ー ダ 16は 、 弾 性 デ ー タ 処 理 部 15か ら の 弾 性 フ レ ー ム デ ー タ へ 色 相 情 報 を 付
与 す る も の で あ る 。 つ ま り 、 弾 性 フ レ ー ム デ ー タ に 基 づ い て 光 の 3原 色 す な わ ち 赤 (R)、 緑
(G)、 青 (B)に 変 換 す る も の で あ る 。 例 え ば 、 歪 み が 大 き い 弾 性 デ ー タ を 赤 色 コ ー ド に 変 換
す る と 同 時 に 、 歪 み が 小 さ い 弾 性 デ ー タ を 青 色 コ ー ド に 変 換 す る 。 な お 、 赤 (R)緑 (G)青 (B
)の 階 調 は そ れ ぞ れ 256段 階 (0～ 255)に 区 分 さ れ 、 255は 最 大 輝 度 で 表 示 す る こ と 、 逆 に 0　
は 全 く 表 示 さ れ な い こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 画 像 合 成 器 8は 、 画 像 処 理 部 と 、 画 像 選 択 部 と 、 フ レ ー ム メ モ リ と を 備 え て 構 成 さ れ て
い る 。 画 像 処 理 部 は 、 断 層 像 デ ー タ と 弾 性 画 像 デ ー タ を 制 御 部 20の 指 令 に 応 じ た 設 定 割 合
で 加 算 し て 合 成 す る も の で 、 合 成 画 像 の 各 画 素 の 輝 度 情 報 及 び 色 相 情 報 は 、 白 黒 断 層 像 と
カ ラ ー 弾 性 像 の 各 情 報 を 設 定 割 合 で 加 算 し た も の と な る 。 画 像 選 択 部 は 、 フ レ ー ム メ モ リ
内 の 断 層 像 デ ー タ と 弾 性 画 像 デ ー タ 及 び 画 像 処 理 部 の 合 成 画 像 デ ー タ の う ち か ら 画 像 表 示
器 9に 表 示 す る 画 像 を 制 御 部 20の 指 令 に 応 じ て 選 択 す る も の で あ る 。 フ レ ー ム メ モ リ は 所
謂 表 示 メ モ リ で あ り 、 画 像 選 択 部 の 出 力 を 画 像 表 示 器 9へ 表 示 さ せ る に 際 し て 、 一 時 的 に
保 持 す る も の で あ る 。 な お 、 フ レ ー ム メ モ リ の 前 段 に デ ー タ 圧 縮 又 は デ ー タ 間 引 き を 行 う
も の を 設 け る こ と で 、 画 像 表 示 器 9の 画 面 サ イ ズ を 変 更 す る こ と な く 、 断 層 像 と 弾 性 画 像
と を 合 成 せ ず に 別 々 に 表 示 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 こ の よ う に 構 成 さ れ る 超 音 波 診 断 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 超 音 波 診 断 装 置 1は 、
被 検 体 1に 当 接 さ せ た 探 触 子 2を 介 し て 被 検 体 1に 時 間 間 隔 を お い て 送 信 回 路 3に よ り 超 音 波
を 送 信 し 、 被 検 体 1か ら 発 生 す る 反 射 エ コ ー 信 号 が 受 信 回 路 4に よ り 受 信 さ れ て 整 相 加 算 さ
れ て RF信 号 デ ー タ が 生 成 さ れ る 。 こ れ を 繰 り 返 す こ と に よ り 得 ら れ た 複 数 の RF信 号 デ ー タ
に 基 づ い て 断 層 像 構 成 部 6に よ り 濃 淡 断 層 像 例 え ば 白 黒 Bモ ー ド 像 が 得 ら れ る 。 一 方 、 整 相
加 算 回 路 5に よ り 整 相 加 算 さ れ 、 超 音 波 操 作 を 繰 り 返 す こ と に よ り 得 ら れ た RF信 号 デ ー タ
に 基 づ い て 弾 性 画 像 構 成 部 7に よ り カ ラ ー 弾 性 画 像 が 得 ら れ る 。 そ し て 、 得 ら れ た 白 黒 断
層 像 と カ ラ ー 弾 性 画 像 と が 画 像 合 成 器 8に よ り 加 算 さ れ て 合 成 画 像 と な る 。 こ の Bモ ー ド 像
を 作 成 す る た め の RF信 号 デ ー タ と 、 弾 性 画 像 を 作 成 す る た め の RF信 号 デ ー タ は 、 お 互 い 送
受 波 タ イ ミ ン グ を ず ら し て 取 得 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 2に 示 さ れ る よ う に 、 操 作 者 は 画 像 表 示 器 9に 表 示 さ れ る 断 層 像 を 見 な が ら 、 操 作 卓 21
に 設 け ら れ た 入 力 操 作 器 、 例 え ば マ ウ ス 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル 、 ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク を 操 作 し て
、 弾 性 画 像 を 演 算 さ せ る ROI(関 心 領 域 )30を 断 層 像 上 に 設 定 す る 。 ROI30を 設 定 す る こ と に
よ り 、 弾 性 画 像 構 成 部 7は 、 こ の ROI30内 の デ ー タ を 用 い て 弾 性 演 算 を 行 う こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 2(a)の よ う に ROI30を 大 き く 設 定 し た 場 合 、 弾 性 演 算 す る 領 域 が 広 く な る た め 、 そ の
分 演 算 量 が 増 え 、 得 ら れ る 弾 性 画 像 の フ レ ー ム レ ー ト が 遅 く な り 、 弾 性 演 算 し て 表 示 さ れ
る 弾 性 画 像 の 間 隔 が 大 き く な り 、 リ ア ル タ イ ム 性 が 悪 く な る 。 逆 に 図 2(b)の よ う に ROI30
を 小 さ く 設 定 し た 場 合 、 弾 性 演 算 す る 領 域 が 狭 く な る た め 、 そ の 分 演 算 量 が 減 り 、 弾 性 画
像 に お け る フ レ ー ム レ ー ト が 速 く な り 、 弾 性 演 算 し て 表 示 さ れ る 弾 性 画 像 の 間 隔 が 小 さ く
な り 、 リ ア ル タ イ ム 性 が 増 す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 本 発 明 の 第 1の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 2， 図 3を 用 い て 説 明 す る 。 図 3は 信 号 処 理 の 時
間 フ ロ ー を 示 す も の で あ る 。 図 3(a)は ROIが 最 大 で あ る 時 の 弾 性 演 算 時 間 に 基 づ い て 、 弾
性 用 RFデ ー タ を 取 得 す る 時 間 間 隔 を 設 定 し た 形 態 を 示 す も の で あ る 。 こ の 形 態 は 、 任 意 に
設 定 さ れ る ROIの 大 き さ に 囚 わ れ ず 、 常 に フ レ ー ム レ ー ト 30fpsで 弾 性 画 像 表 示 を 実 現 す る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ こ で は 、 ROIが 画 像 表 示 器 ９ に 表 示 さ れ る 断 層 像 と 同 面 積 で あ る 時 、 ROIの 大 き さ を 最
大 (MAX)に 設 定 し た 時 、 若 し く は ROIが リ ア ル タ イ ム 弾 性 画 像 の 表 示 に 支 障 が 出 な い フ レ ー
ム レ ー ト (例 え ば 30fps)で あ る 時 の ROIの 大 き さ を ROI30で あ る と す る 。 リ ア ル タ イ ム 弾 性
画 像 の 表 示 に 支 障 が 出 な い フ レ ー ム レ ー ト と は 、 断 層 像 の フ レ ー ム レ ー ト に 比 べ て 弾 性 画
像 の フ レ ー ム レ ー ト が 1／ 5以 上 で あ り 、 検 査 者 に 違 和 感 を 感 じ さ せ な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ こ で 、 ROI30で あ る 時 の 弾 性 演 算 時 間 が 33msecと す る と 、 取 得 す べ き 弾 性 用 RFデ ー タ
の 適 し た 時 間 間 隔 は 33msecと な る 。 そ こ で 、 弾 性 画 像 構 成 部 7は 、 弾 性 用 RFデ ー タ 35と 、
弾 性 用 RFデ ー タ 35か ら 33msec経 過 し た 時 の 弾 性 用 RFデ ー タ 36と を 用 い て 、 弾 性 演 算 時 間 44
の 演 算 時 間 で 演 算 し 、 ROI30で あ る 時 の 弾 性 画 像 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 方 、 ROIを 任 意 に 設 定 し た 場 合 、 例 え ば ROI31の よ う に な る 。 ROI31は 多 角 形 や 丸 状 に
操 作 卓 21で 任 意 に 指 定 で き る が 、 ROI30の 大 き さ を 超 え る こ と は な い 。 し た が っ て 、 ROI31
の 弾 性 演 算 時 間 は 、 ROI30の 弾 性 演 算 時 間 よ り 短 く な る た め 弾 性 演 算 時 間 40は 弾 性 演 算 時
間 44よ り 短 く な り 33msecを 超 え な い 。 弾 性 画 像 構 成 部 7は 、 弾 性 用 RFデ ー タ 35と 弾 性 用 RF
デ ー タ 36と を 用 い て 弾 性 演 算 時 間 40の 弾 性 演 算 を 行 い 、 ROI31の 弾 性 画 像 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 弾 性 用 RFデ ー タ 36と 、 弾 性 用 RFデ ー タ 36か ら 33msec経 過 し た 時 の 弾 性 用 RFデ ー
タ 37を 用 い て 、 次 に 表 示 さ れ る 弾 性 画 像 を 作 成 す る 。 こ の よ う に 33msec毎 に 弾 性 用 RFデ ー
タ を 取 得 し 、 33msec以 内 で 弾 性 演 算 を 行 い 、 次 々 に 弾 性 画 像 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 な お 、 ROI31設 定 時 に お い て 弾 性 演 算 が 行 わ れ て い な い 間 は 、 前 回 の 弾 性 演 算 で 演 算 さ
れ た 弾 性 画 像 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 、 常 に ROI30時 の 弾 性 演 算 時 間 (33msec)で 、 弾 性 用 RFデ ー タ を 取 り 込 み 、 弾
性 演 算 を 行 う こ と に よ り 、 ROIの 大 き さ を 変 化 さ せ て も 、 同 フ レ ー ム レ ー ト で リ ア ル タ イ
ム 弾 性 画 像 を 表 示 さ せ る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ROIを 腫 瘍 の 大 き さ に 合 わ せ て 設 定 し 、
そ の ROIに 対 応 し た リ ア ル タ イ ム 弾 性 画 像 を 表 示 し た 場 合 で あ っ て も 、 ROI設 定 前 の フ レ ー
ム レ ー ト と 同 じ フ レ ー ム レ ー ト で リ ア ル タ イ ム 弾 性 画 像 を 表 示 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 3(b)は 、 ROI30時 の 弾 性 演 算 時 間 よ り 長 い 時 間 間 隔 (66msec)で 、 弾 性 用 RFデ ー タ を 取
得 す る 時 間 間 隔 を 設 定 し た 形 態 を 示 す も の で あ る 。 具 体 的 に は 、 フ レ ー ム レ ー ト 15fpsで
弾 性 画 像 表 示 を 実 現 す る 形 態 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ROI30時 の 弾 性 演 算 時 間 が 33msecで あ っ て も 、 フ レ ー ム レ ー ト 15fpsが 実 現 す る よ う 弾 性
用 RFデ ー タ を 取 得 す る 時 間 間 隔 を 66msecと し て 設 定 す る 。 弾 性 画 像 構 成 部 7は 、 弾 性 用 RF
デ ー タ 50と 、 弾 性 用 RFデ ー タ 50か ら 66msec経 過 し た 時 の 弾 性 用 RFデ ー タ 51と を 用 い て 、 弾
性 演 算 時 間 56の 演 算 時 間 で 演 算 し 、 ROI30で あ る 時 の 弾 性 画 像 を 構 成 す る 。 ROI31の よ う に
ROIを 任 意 に 設 定 し た 時 も 、 弾 性 画 像 構 成 部 7は 弾 性 用 RFデ ー タ 50と 弾 性 用 RFデ ー タ 51と を
用 い て 、 33msecよ り 短 い 弾 性 演 算 時 間 54の 演 算 時 間 で 演 算 し 、 弾 性 画 像 を 構 成 す る 。 な お
、 次 の 弾 性 用 RFデ ー タ を 取 得 す る ま で の 弾 性 演 算 が 行 わ れ て い な い 間 、 前 回 の 弾 性 演 算 で
演 算 さ れ た 弾 性 画 像 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 図 3(c)は 、 図 3(b)と 同 様 に し て 、 ROI30時 の 弾 性 演 算 時 間 よ り さ ら に 長 い 時 間 (99
msec)で 、 弾 性 用 RFデ ー タ を 取 得 す る 時 間 間 隔 を 設 定 し た 形 態 を 示 す も の で あ る 。 具 体 的
に は 、 フ レ ー ム レ ー ト 10fpsで 弾 性 画 像 表 示 を 実 現 す る 形 態 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ROI30時 の 弾 性 演 算 時 間 が 33msecで あ っ て も 、 弾 性 用 RFデ ー タ を 取 得 す る 時 間 間 隔 を 99m
secと し て 設 定 す る 。 弾 性 画 像 構 成 部 7は 、 弾 性 用 RFデ ー タ 57と 、 弾 性 用 RFデ ー タ 57か ら 99
msec以 前 の 弾 性 用 RFデ ー タ と を 用 い て 、 弾 性 演 算 時 間 60の 演 算 時 間 で 演 算 し 、 ROI30で あ
る 時 の 弾 性 画 像 を 構 成 す る 。 ROI31の よ う に ROIを 任 意 に 設 定 し た 時 も 、 弾 性 画 像 構 成 部 7
は 2つ の 弾 性 用 RFデ ー タ を 用 い て 、 33msecよ り 短 い 弾 性 演 算 時 間 59の 演 算 時 間 で 演 算 し 、
弾 性 画 像 を 構 成 す る 。 な お 、 次 の 弾 性 用 RFデ ー タ を 取 得 す る ま で の 弾 性 演 算 が 行 わ れ て い
な い 間 、 前 回 の 弾 性 演 算 で 演 算 さ れ た 弾 性 画 像 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 1の 実 施 形 態 に お い て 、 フ レ ー ム レ ー ト を 30fps， 15fps， 10fpsと し て 設 定 し た が 、 フ
レ ー ム レ ー ト を 任 意 に 操 作 卓 21で 設 定 す る こ と が で き る 。 操 作 卓 21と 連 結 し て い る 制 御 部
20の 指 令 に 基 づ い て 、 RF選 択 部 12は 、 取 得 す る 弾 性 用 RFデ ー タ の 間 隔 を 変 え る 。 そ し て 、
ROI30時 の 弾 性 演 算 時 間 よ り も 長 い 時 間 間 隔 (例 え ば 、 33msec以 上 )で 弾 性 用 RFデ ー タ を 取
得 す る こ と に よ り 、 弾 性 画 像 の フ レ ー ム レ ー ト を 可 変 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ROIの 大
き さ を 変 化 さ せ て も 、 設 定 し た フ レ ー ム レ ー ト で リ ア ル タ イ ム 弾 性 画 像 を 表 示 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 2の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 2， 図 4を 用 い て 説 明 す る 。 図 4は 信 号 処 理 の
時 間 フ ロ ー を 示 す も の で あ る 。 第 1の 実 施 形 態 と 異 な る 点 は 、 隣 接 す る 2つ の RFデ ー タ を 用
い て 、 弾 性 画 像 を 作 成 す る 点 で あ る 。 な お 、 こ の 第 2の 実 施 形 態 は 、 弾 性 用 RFデ ー タ 取 得
間 隔 が 弾 性 演 算 時 間 よ り 小 さ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 4(a)で 示 さ れ る よ う に 、 整 相 加 算 回 路 5か ら 出 力 さ れ る RFデ ー タ の 時 間 間 隔 を 例 え ば 3
0msecと す る 。 RF信 号 選 択 部 12は 、 弾 性 画 像 を 生 成 す る た め 、 30msec毎 に 取 得 さ れ る 隣 接
す る 2つ の RFデ ー タ を 選 択 す る 。 選 択 さ れ た 2つ の RFデ ー タ を 弾 性 用 RFデ ー タ 750及 び 弾 性
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用 RFデ ー タ 751と し て 弾 性 演 算 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ROIの 大 き さ を 任 意 に 設 定 し た ROI31の 場 合 の 弾 性 演 算 時 間 は 、 弾 性 演 算 時 間 770で あ る
。 ま た 、 第 1の 実 施 形 態 で 上 述 し た 性 質 を 持 つ ROI30の 場 合 の 弾 性 演 算 時 間 は 、 弾 性 演 算 時
間 780で あ る 。 例 え ば 、 弾 性 演 算 時 間 770は 60msecで あ り 、 弾 性 演 算 時 間 780は 90msecで あ
る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ROIの 大 き さ を 任 意 に 設 定 し た ROI31の 時 、 弾 性 用 RFデ ー タ 750及 び 弾 性 用 RFデ ー タ 751を
用 い て 、 弾 性 演 算 時 間 770の 演 算 時 間 で 演 算 を 行 い 、 リ ア ル タ イ ム 弾 性 画 像 を 表 示 す る 。
そ し て 、 こ の 弾 性 演 算 直 後 に 取 得 さ れ る 2つ の RFデ ー タ 、 弾 性 用 RFデ ー タ 752及 び 弾 性 用 RF
デ ー タ 753を 用 い て 、 弾 性 演 算 時 間 771で 演 算 を 行 い 、 リ ア ル タ イ ム 弾 性 画 像 を 次 々 に 表 示
す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ROI30の 時 、 弾 性 用 RFデ ー タ 750及 び 弾 性 用 RFデ ー タ 751を 用 い て 、 弾 性 演 算 時 間 780の 演
算 時 間 で 演 算 を 行 い 、 リ ア ル タ イ ム 弾 性 画 像 を 表 示 す る 。 そ し て 、 こ の 弾 性 演 算 直 後 に 取
得 さ れ る 2つ の RFデ ー タ を 弾 性 用 RFデ ー タ 754及 び 弾 性 用 RFデ ー タ 755と し て 用 い て 、 弾 性
演 算 時 間 781で 演 算 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 よ っ て 、 ROIを 可 変 さ せ て も 、 隣 り 合 う 2つ の RFデ ー タ を 用 い て 弾 性 画 像 演 算 を 行 っ て い
る た め 、 画 質 が 同 等 の リ ア ル タ イ ム 弾 性 画 像 が 得 ら れ る こ と に な る 。 ま た 、 弾 性 演 算 が 終
わ る と 直 ぐ に 弾 性 用 RFデ ー タ を 取 得 し て 弾 性 演 算 を 行 う た め 、 高 フ レ ー ム レ ー ト で 弾 性 画
像 を 表 示 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 4(b)に 示 さ れ る 形 態 は 、 ROIの 大 き さ を 任 意 に 設 定 し た ROI31の 時 、 ROI30で 用 い ら れ
る 弾 性 用 RFデ ー タ と 同 じ 弾 性 用 RFデ ー タ を 用 い て 弾 性 演 算 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ROI31の 時 、 弾 性 用 RFデ ー タ 750及 び 弾 性 用 RFデ ー タ 751を 用 い て 、 弾 性 演 算 時 間 790の 演
算 時 間 で 演 算 を 行 う 。 弾 性 演 算 時 間 790は 60msecで あ り 、 弾 性 演 算 時 間 780は 90msecで あ る
た め 、 弾 性 演 算 時 間 790後 に 30msecの 休 止 時 間 (ブ ラ ン ク )を 設 け 、 次 の 弾 性 用 RFデ ー タ の
取 得 を 行 う 。 そ し て 、 弾 性 演 算 時 間 780弾 性 演 算 直 後 に 取 得 さ れ る 弾 性 用 RFデ ー タ 754及 び
弾 性 用 RFデ ー タ 755を 用 い て 、 弾 性 演 算 時 間 791の 演 算 時 間 で 演 算 を 行 い 、 弾 性 画 像 を 表 示
さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の よ う に 、 ROIの 大 き さ を 可 変 さ せ て も 、 取 得 す る 弾 性 用 RFデ ー タ の 取 得 す る タ イ ミ
ン グ は 変 わ ら な い た め 、 フ レ ー ム レ ー ト が 可 変 す る こ と な く 、 画 質 が 同 等 の リ ア ル タ イ ム
弾 性 画 像 を 表 示 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 に 第 3の 実 施 形 態 を 図 2， 図 5を 用 い て 説 明 す る 。 図 5は 信 号 処 理 の 時 間 フ ロ ー を 示 す も
の で あ る 。 上 記 実 施 形 態 と 異 な る 点 は 、 ROIが 大 き い 場 合 、 弾 性 演 算 を 間 引 い て 処 理 し た
り 、 ブ ロ ッ ク マ ッ チ ン グ の 探 索 範 囲 を 狭 め た り す る こ と に よ り 、 弾 性 演 算 時 間 を 短 く さ せ
る 点 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ROIの 大 き さ を 任 意 に 設 定 し た ROI31の 場 合 、 弾 性 用 RFデ ー タ 82及 び 弾 性 用 RFデ ー タ 83を
用 い て 、 弾 性 演 算 時 間 84で 演 算 を 行 い 、 弾 性 画 像 を 表 示 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ こ で は 、 第 1の 実 施 形 態 で 上 述 し た 性 質 を 持 つ ROI30の 場 合 、 弾 性 演 算 に 必 要 と す る 弾
性 演 算 時 間 85を 60msecと す る 。 そ こ で 、 走 査 ラ イ ン を 間 引 い て 弾 性 演 算 処 理 し た り 、 ブ ロ
ッ ク マ ッ チ ン グ の 探 索 範 囲 を 狭 め た り す る こ と に よ り 、 弾 性 演 算 時 間 85(120msec)を 弾 性
演 算 時 間 86(60msec)に 演 算 時 間 を 短 縮 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
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　 具 体 的 に は 、 走 査 ラ イ ン を 間 引 く 場 合 、 2本 に 1本 の 割 合 で 弾 性 演 算 を 行 い 、 弾 性 演 算 時
間 を 1／ 2に 短 縮 さ せ る 。 ま た 、 ブ ロ ッ ク マ ッ チ ン グ の 探 索 範 囲 を 狭 め る 場 合 、 2次 元 探 索
領 域 を 1／ 2に 縮 小 さ せ る 。 弾 性 演 算 時 間 が 1／ 2に 短 縮 さ れ る こ と か ら 、 弾 性 演 算 時 間 85(1
20msec)か ら 弾 性 演 算 時 間 86(60msec)に 短 縮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の よ う に 、 弾 性 演 算 時 間 84と 弾 性 演 算 時 間 86を 一 致 さ せ る こ と に よ り 、 ROIの 大 き さ
を 可 変 さ せ て も 、 フ レ ー ム レ ー ト が 可 変 す る こ と な く 弾 性 画 像 を 表 示 さ せ る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 な お 、 上 記 で は 、 ROI30の 演 算 時 間 を 30msecと し て 説 明 し た が 、 乳 腺 ・ 前 立 腺 ・ 甲 状 腺
等 の 診 断 部 位 に よ っ て 用 い る 探 触 子 の 種 類 は コ ン ベ ッ ク ス 型 探 触 子 ・ 前 立 腺 用 探 触 子 ・ リ
ニ ア 型 探 触 子 と い う よ う に 異 な る 。 よ っ て 、 ROIが 画 像 表 示 器 9に 表 示 さ れ る 断 層 像 と 同 面
積 で あ る 時 、 ROIの 大 き さ を 最 大 限 (MAX)に 設 定 し た 時 、 若 し く は ROIが リ ア ル タ イ ム 弾 性
画 像 の 表 示 に 支 障 が 出 な い フ レ ー ム レ ー ト (例 え ば 30fps)で あ る 時 の ROIの 大 き さ が 異 な り
、 そ れ に 伴 う 弾 性 演 算 時 間 も 異 な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 弾 性 像 と 断 層 像 と の 表 示 方 法 を 図 6に 示 す 。 図 6は 信 号 処 理 の 時 間 フ
ロ ー を 示 す も の で あ る 。 弾 性 画 像 構 成 部 7は 、 RFデ ー タ 90と RFデ ー タ 91を 用 い て 、 弾 性 演
算 時 間 92の 演 算 時 間 で 弾 性 画 像 93を 作 成 す る 。 断 層 像 構 成 部 6は 、 RFデ ー タ か ら 断 層 像 94
を 作 成 す る 。 切 り 替 え 加 算 器 8で は 、 弾 性 画 像 93と 断 層 像 94を 加 算 し て 、 画 像 表 示 器 9に 出
力 し て 表 示 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 次 の 弾 性 演 算 時 間 102で は 、 次 に 取 得 さ れ る 断 層 像 95と 弾 性 画 像 93を 加 算 し て 、 画 像 表
示 器 9に 表 示 さ せ る 。 そ し て 、 弾 性 演 算 時 間 102で 得 ら れ る 弾 性 画 像 103と 断 層 像 104を 加 算
し て 、 画 像 表 示 器 9に 表 示 さ せ る 。 画 面 表 示 <2>に 示 さ れ る よ う に 、 演 算 時 間 が か か る 弾 性
画 像 1フ レ ー ム に 対 し 、 断 層 像 2フ レ ー ム 分 表 示 さ せ る こ と に よ り 、 そ れ ぞ れ の 画 像 に リ ア
ル タ イ ム 性 を 保 つ こ と が で き る 。 な お 、 弾 性 画 像 1フ レ ー ム に 対 し 、 断 層 像 3フ レ ー ム 以 上
表 示 さ せ て も よ い 。 ま た 、 操 作 卓 21で 画 面 表 示 <1>と 画 面 表 示 <2>を 選 択 す る こ と が で き る
。 な お 、 画 面 表 示 <1>は 、 弾 性 画 像 1フ レ ー ム に 対 し 、 断 層 像 1フ レ ー ム 表 示 さ せ る 形 態 で
あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 上 記 で は 、 操 作 卓 21で ROI31を 選 択 し た が 、 図 7に 示 す よ う に パ ワ ー 情 報 を 用 い て
ROI32を 設 定 し て も よ い 。 パ ワ ー 情 報 と は 、 受 信 超 音 波 の パ ワ ー 値 を 表 す も の で あ り 、 例
え ば 、 受 信 超 音 波 の パ ワ ー は 、 或 る 領 域 の パ ワ ー 値 、 若 し く は パ ワ ー 積 分 値 で あ る 。 ROI3
2の 具 体 的 な 設 定 に 関 し 、 取 得 さ れ る パ ワ ー 値 に 或 る 閾 値 (下 記 ア ー チ フ ァ ク ト を 考 慮 )を
定 め て お き 、 閾 値 を 超 え た パ ワ ー に 該 当 す る 領 域 を ROI32と し て 設 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の よ う に 設 定 さ れ た ROI32の 大 き さ は 、 第 1の 実 施 形 態 で 上 述 し た 性 質 を 持 つ ROI30の
大 き さ を 超 え る こ と は な い 。 し た が っ て 、 上 記 実 施 形 態 で 説 明 し た ROI31に 置 き 換 え て ROI
32を 設 定 し 、 適 用 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の ROI32を 設 定 す る 理 由 を 説 明 す る 。 組 織 歪 み を 描 出 す る 際 に 、 超 音 波 信 号 強 度 が 極
め て 低 い 領 域 で は 、 歪 み 演 算 結 果 後 ア ー チ フ ァ ク ト を 示 す 。 こ の ア ー チ フ ァ ク ト は 、 余 計
な 視 覚 情 報 と な り 、 検 査 の 効 率 を 低 下 さ せ る 。 ま た こ の ア ー チ フ ァ ク ト は 、 ROI内 の 歪 み
閾 を 用 い た フ レ ー ム 判 定 の 際 に 、 ア ー チ フ ァ ク ト も 閾 値 情 報 に 含 め て し ま う の で 、 判 定 に
支 障 を 来 た し て し ま う 。 そ こ で 、 歪 み 演 算 を 行 う 超 音 波 信 号 の パ ワ ー 情 報 を 組 織 弾 性 演 算
を 行 う ROIと し て 用 い る こ と で 、 検 査 者 は 走 査 対 象 を 変 更 し た と し て も ROIを 再 設 定 す る 必
要 が な く 、 ま た フ レ ー ム 判 定 が よ り 正 確 に な り 、 高 画 質 な 組 織 弾 性 を 描 出 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る ROIの 設 定 を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 第 1の 実 施 形 態 を 示 す 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 第 2の 実 施 形 態 を 示 す 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 第 3の 実 施 形 態 を 示 す 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 表 示 形 態 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に 係 る ROIの 設 定 を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 １ 　 被 検 体 、 ２ 　 探 触 子 、 ３ 　 送 信 回 路 、 ４ 　 受 信 回 路 、 ５ 　 整 相 加 算 回 路 、 ６ 　 断 層
像 構 成 部 、 ７ 　 弾 性 画 像 構 成 部 、 ８ 　 切 替 加 算 器 、 ９ 　 画 像 表 示 器 、 １ ２ 　 RF信 号 選 択 部
、 １ ３ 　 変 位 演 算 部 、 １ ４ 　 歪 演 算 部 、 １ ５ 　 弾 性 デ ー タ 処 理 部 、 １ ６ 　 カ ラ ー ス キ ャ ン
コ ン バ ー タ 、 １ ７ 　 操 作 部 、 ２ ０ 　 制 御 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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